
 

鳥取県教育委員会 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県英語教育改善プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

鳥取県教育委員会 

2 

実施内容  
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（１）英語教育の状況を踏まえた目標 

※令和２年度の数値は、「令和２年度鳥取県英語教育実施状況調査」集計結果等による 

①求められる英語力を有する担当教員の全担当教員に占める割合 

・中学校                                   （暫定値）  （目標値） 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 国の目標値 

26.5％ 25.7％ 20.7％ 28.2％ 35.8％ 34.9％ 37.3％ 33.5％ 50％ 

・高等学校                                （暫定値）  （目標値） 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 国の目標値 

75.4％ 70.9％ 76.0％ 83.3％ 97.4％ 92.7％ 93.2％ 96.0％ 75％ 

   

②小学校の新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

目標値 20％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％ 

実績 10.1％ 6.3％ 9.7％    
 
③求められる英語力を有する生徒の全生徒に占める割合 

・中学校第３学年                            （暫定値）  （目標値） 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 国の目標値 

32.0％ 40.7％ 34.4％ 35.7％ 37.1％ 38.8％ 45.6％ 40.3％ 50％ 

・高等学校第３学年                           （暫定値）  （目標値） 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 国の目標値 

29.0％ 35.0％ 33.9％ 36.5％ 33.3％ 42.7％ 44.6％ 45.8％ 50％ 
 
④「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形式で技能別に設定した学習到達目標の整備状況（設定・公表及び達成状況

の把握等の状況） 

・小学校                                   （暫定値）  （目標値） 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

設定        65.2％ 100％ 

公表        14.9％ 100％ 
達成状況
の把握        41.3％ 60％ 

・中学校                                   （暫定値）  （目標値） 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

設定 1.7％ 100％ 98.2％ 91.2％ 96.5％ 100％ 100% 96.4％ 100％ 

公表 1.7％ 5.3％ 12.3％ 8.8％ 43.9％ 53.6％ 42.9% 51.8％ 100％ 
達成状況
の把握 0％ 28.1％ 28.1％ 29.8％ 38.6％ 37.5％ 33.9% 46.4％ 100％ 

・高等学校                                                                  （暫定値）  （目標値） 

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

設定 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

公表 4.8％ 27.3％ 15.2％ 100％ 100％ 93.8％ 96.7％ 100％ 100％ 
達成状況
の把握 40.3％ 33.3％ 36.4％ 42.4％ 37.5％ 28.1％ 51.6％ 65.5％ 100％ 

  

⑤授業における、生徒の英語による言語活動時間の占める割合（授業時間の 50％以上実施の教員） 

・中学校                                 （暫定値）  （目標値） 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

26.7％ 69.8％ 45.3％ 73.5％ 67.2％ 70.4％ 78.0％ 66.0％ 85％ 

・高等学校                                （暫定値）  （目標値） 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

40.3％ 49.8％ 46.3％ 50.8％ 48.7％ 54.5％ 44.6％ 31.6％ 60％ 
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⑥「話すこと」及び「書くこと」における外国語（英語）表現の能力を評価するためのスピーキングテス

ト及びライティングテスト等のパフォーマンステストの実施状況 

＜スピーキングテスト＞ 

・中学校                               （暫定値）  （目標値） 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

8.1回 6.8回 6.5回 8.7回 8.8回  11.6回 9回以上 

・高等学校 

 「コミュニケーション英語Ⅰ」                   （暫定値）    （目標） 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

1.1回 1.8回 1.6回 1.1回 1.0回  1.1回 3回以上 

 「コミュニケーション英語Ⅱ」                    （暫定値）  （目標値） 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

1.0回 0.8回 0.7回 0.5回 0.6回  1.2回 3回以上 

  

「コミュニケーション英語Ⅲ」                     （暫定値）  （目標値） 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

0.4回 0.6回 0.3回 0.6回 0.2回  0.6回 3回以上 

「英語表現Ⅰ」                           （暫定値）  （目標値） 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

1.0回 0.9回 0.8回 0.9回 0.7回  0.6回 3回以上 

 「英語表現Ⅱ」                           （暫定値）  （目標値） 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

1.3回 1.2回 0.9回 0.7回 0.8回  1.0回 3回以上 

＜ライティングテスト＞ 

・中学校                                （暫定値）  （目標値） 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

4.4回 4.3回 4.9回 7.6回 8.5回  8.5回 9回以上 

・高等学校 

 「コミュニケーション英語Ⅰ」                     （暫定値）  （目標値） 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

0.4回 0.8回 1.0回 1.9回 0.9回  1.8回 3回以上 

「コミュニケーション英語Ⅱ」                      （暫定値）  （目標値） 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

0.6回 0.7回 1.0回 1.0回 1.2回  1.3回 3回以上 

「コミュニケーション英語Ⅲ」                      （暫定値）  （目標値） 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

0.5回 0.3回 0.1回 0.7回 1.4回  1.3回 3回以上 

 「英語表現Ⅰ」                            （暫定値）  （目標値） 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

0.4回 0.8回 1.3回 1.8回 1.4回  2.0回 3回以上 

 「英語表現Ⅱ」                              （暫定値）   （目標値） 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

1.5回 1.9回 2.9回 2.4回 4.4回  3.5回 3回以上 
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⑦授業における、英語担当教員の英語使用状況（発話の 50％以上を英語で行っている教員） 

・中学校                                 （暫定値）   （目標値） 

平成 26 年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

26.7％ 56.5％ 75.2％ 61.3％ 63.4％ 64.0％ 70.2％ 68.4％ 74％ 

・高等学校                                （暫定値）   （目標値） 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

40.3％ 47.4％ 46.3％ 48.1％ 50.8％ 56.8％ 51.4％ 37.9％ 70％ 

 

⑧英語（外国語）の学習が好き、と答えた児童生徒の割合 

・小学校（全ての公立小学校で調査）       （目標値） 

平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

84.5％ 83.4％ 79.3％ 83.0％ 85.0％ 

・中学校（全ての公立中学校で調査）                      （暫定値）   （目標値） 

平成26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

未実施 未実施 66.8％ 68.6％ 69.1％ 66.5％ 67.5％ 67.6％ 78％ 

・高等学校（全ての全日制県立高等学校で調査）                （暫定値）  （目標値） 

平成26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

未実施 30.0％ 51.0％ 53.4％ 53.5％ 51.4％ 53.0％ 55.8％ 58％ 

 

⑨英語力が向上したと答えた児童生徒の割合 

・小学校   （暫定値）   （目標値） 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

84.0％ 88.8％ 90.0％ 

・中学校（全ての公立中学校で調査）                     （暫定値）  （目標値） 

平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

未実施 未実施 80.5％ 83.6％ 84.8％ 83.5％ 83.3％ 82.2％ 90.0％ 

・高等学校（全ての全日制県立高等学校で調査）                （暫定値）  （目標値） 

平成26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

未実施 36.1％ 60.5％ 63.5％ 66.6％ 68.3％ 72.2％ 75.0％ 80.0％ 

 

◆本県の現状と課題 

①教員の指導力・英語力向上 

新学習指導要領の趣旨を踏まえ、生徒が英語を使って何ができるようになるかを明確にした目標を

設定し、言語活動を充実させた授業づくりの推進が必要である。また、新学習指導要領においては「授

業は英語で行うことを基本とする」こととなり、教師の授業中の英語使用率及び英語力を向上させる

ことが必要である。 

・教師の授業中の英語使用状況（発話の 50％以上を英語で行っている教員の割合）は、中学校で 

68.4％、高等学校で 37.9％と低い。 

・「ＣＡＮ-ＤＯリスト」形式による学習到達目標は、中・高等学校においてほぼすべての学校で設

定されているが、半数以上の学校で活用されていない。「ＣＡＮ-ＤＯリスト」形式による学習到

達目標を設定したものの、単元のまとまり或いは日々の授業と関連させる意識が弱いと考えられ

る。生徒との共有や評価場面での活用等、本来の趣旨を踏まえた活用に至っていない。小学校にお

いては、「ＣＡＮ-ＤＯリスト」形式による学習到達目標について、徐々に理解が深まっている段

階であり、他教科と同様、従来の小学校での評価の在り方と繋げながら、周知を図ることが必要で

ある。 
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②生徒の英語力向上 

言語活動をとおして生徒が英語を使いながら身に付けられる授業づくりに向けての授業改善が求

められる。中学生が県内で外部試験を受験する機会を確保するとともに、４技能の習得に向けた動機

づけをさらに図ることが必要である。 

・全県の中学２年生に実施した英検ＩＢＡの結果によると、他の分野に比べて「読解」の正答率が低

い傾向が続いている。まとまりのある文章内容の読解については、文章内容を的確に把握し、内容

に関する質問に対する適切な答えを導く力に課題がみられる。また、日本語を介さない英問英答に

よる読解活動に課題がみられる。 

・県独自調査によると、「英語を使ってできることが増えた」と回答した児童生徒の割合は、学年が

上がるにつれて、ゆるやかに下がる傾向がみられた。しかし、中学３年生及び高校３年生ではいず

れも前学年と比較して高くなっている。教師だけでなく、生徒自身が英語力を客観的に捉え、児童

生徒が自らの英語力を自覚し、自己調整しながら英語力を向上させることができるよう、指導と評

価の一体化（ＣＡＮ-ＤＯリストの活用）及び授業改善を行いながら、生徒の英語力向上に取り組

む必要がある。 

   

 

 

 

 

 

 

③小・中・高等学校の学びのつながりを重視した英語教育の推進 

小・中・高等学校で系統性のある英語教育を実践するためにも、小学校での学びを中学校に接続させ

るなど、小小、小中、中高連携を強化する必要がある。各校種間連携の必要性は感じているが、実際の

連携に進めるためには、管理職の理解や体制づくりが必要である。 

・県独自調査に拠ると「英語の学習が好き」と回答した児童生徒の割合が、学年が上がるにつれて下

がる傾向にある。児童生徒の発達段階や興味関心に応じた話題を扱ったり言語活動を工夫したりし

て学習への意欲を高めるとともに、どの段階においても児童生徒が「できるようになった」ことを

実感するような指導と評価の一体化を継続することが必要である。 

 

 

（２）（１）の目標を達成するための取組（施策の全体像と具体的な計画） 

①教員の指導力向上のための方策 

◆方策１ 英語力を有した優れた人材を採用する 

・公立学校教員採用候補者選考試験（小・中・高等学校教諭）の際、外部検定試験の一定条件を有 

する受験者に加点し、英語力を有した優れた人材を確保する。 

・令和４年度公立学校教員採用候補者選考試験において、小学校教諭志願者で次の基準を満たす資格

の所有者に対して、第一次選考試験の専門試験（筆記試験）の得点に加点した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度英語教育実施状況調査（県独自） 
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・令和４年度公立学校教員採用候補者選考試験において、特別選考として「英語力に優れた者を対象

とした小学校教諭選考」を新たに実施した。実用英語技能検定準一級程度以上の資格の基準を満た

す者については、第一次選考試験のすべて及び第二次選考試験の専門試験（技能・実技試験）を免

除した。 

 

 

 

 

 

 

◆方策２ 研修及び指導助言等をとおして教員の指導力を向上させる 

・県教育委員会が「英語力向上事業」等で明らかになった生徒の英語力に関する課題を分析し、課題

を克服する上で、英語による言語活動時間の確保についての重要性を周知するとともに、県教育委

員会指導主事等による学校訪問をとおして、学校や生徒の実態に応じた指導改善について具体的に

助言する。 

 ・教員は「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形での学習到達目標を生徒に示し、授業での指導内容を適切に評

価し、達成状況を生徒と共有し、生徒に達成感を持たせながら、英語によるコミュニケーションの

資質・能力の向上を図る。 

 

【令和４年度に重点的に目指す「教員の姿」】 

 ・「ＣＡＮ-ＤＯリスト」を活用し、指導と評価の一体化が図られた授業を実践 

 ・互いの考えや気持ちなどを伝え合う対話的な言語活動が充実した授業を実践 

 ・授業を実際のコミュニケーションの場面とするため、授業は生徒の理解の程度に応じた英語を用い

て実施 

 ・「話すこと」「書くこと」におけるパフォーマンステストを実施（「ＣＡＮ-ＤＯリスト」活用） 

  

〔実施事業〕 

ア 

研修名 小学校英語専科教員等指導力向上研修 

研修対象者 小学校英語専科加配教員、希望する小・中学校教員、希望する市町村（学校組合）

教育委員会指導主事等 

研修目的 

内容 

小学校英語専科教員等の指導力を担保するとともに、本県小学校外国語教育のリ
ーダーとして県内小学校英語教育を牽引するため、研修会及び連絡協議会を開催
し、指導力を向上するとともに、リーダーのネットワークを構築する。鳥取県エ
キスパート教員である一部の専科教員は、授業公開により広く県内に授業の在り
方を広める。 

イ 

研修名 土曜の英語学び塾（小学校）（中学校） 

研修対象者 希望する小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の教職員、教

員志望の大学生、小学校外国語・外国語活動支援員、県教育委員会・市町村教育

委員会の担当者等 

研修目的 

内容 

学習指導要領を踏まえた外国語教育の授業づくりの基礎・基本について体験をと

おして理解し、指導の基礎・基本及び英語力を身に付ける。 
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 ウ 

事業名 中学校・義務教育学校訪問＜外国語（英語）科＞ 

事業対象者 県内すべての中・義務教育学校 

事業目的 

内容 

「鳥取県が目指す小・中・高等学校一貫した英語教育の姿」、「鳥取県における
小・中学校英語教育７年プラン」及び「新学習指導要領の趣旨を踏まえた小・中
学校外国語科の授業づくり」を策定し、新学習指導要領の趣旨を踏まえた授業改
善の推進を図るため、県内すべての全中・義務教育学校を訪問し、外国語科（英
語）の授業を参観の上、教科書を活用した４技能統合型の授業づくりについて具
体的に指導助言する。事前に本県が目指す外国語科の授業づくりについて外国語
科（英語）担当教員に説明するためのオンライン研修会を開催する。 

 エ 

研修名 出かける学びの改革推進室（英語） 

研修対象者 希望する中学校、義務教育学校（後期課程）の英語担当教員及び市町（学校組合）
教育委員会 

研修目的 

内容 

県教育委員会指導主事等が、希望する学校を訪問し、平成３１年度（令和元年度）
全国学力・学習状況調査（中学校英語）や英語力向上事業等の分析や授業参観を
とおして明らかとなった当該校の個別課題等について、学校現場の教員と一緒に
具体的な改善策等を考え、さらなる指導力の向上を目指す。３０分コースから１
００分コースまで、各学校のニーズに寄り添いながら支援する。 

オ 

研修名 鳥取県エキスパート教員による授業公開 ＊一部、英語教育推進リーダー 

研修対象者 小・中・義務教育・高等・特別支援学校の教員 （任意参加 ２００名程度） 

研修目的 
内容 

エキスパート教員の教育指導技術等の普及とより一層の専門性の向上に向け、公
開授業・研究授業及び研修会を実施する。 

カ 

研修名 生徒の学習意欲を高めるための指導と評価についての研修 

研修対象者 各県立高等学校英語教員、希望する中学校教員 ５０名程度 

研修目的 

内容 

生徒の英語によるパフォーマンスを適切に評価し、指導と評価の一体化に基づい
て定期テスト問題を改善するとともに、教員が評価を自らの指導改善につなげる
ため、東京外国語大学教授及び島根大学教授を講師に招聘し、研修を行う。（※
年度内各校種１回実施） 

研修評価 研修参加教員を対象とするアンケート調査 

キ 

研修名 外国語指導助手の指導力等向上研修 

研修対象者 ア 中・高等学校外国語指導助手    
イ 中・高等学校英語教員      ＊１５０名程度 

研修目的 

内容 

学習指導要領に基づき、外国語指導助手と英語教員が協力しながら、より効果的
な指導を行えるよう、専門の有識者による講義演習を行い、各校の取組の改善に
ついて協議する。 

研修評価 研修参加教員を対象とするアンケート調査 

ク 

研修名 鳥取県教育課程研究集会（小学校）（中学校）（高等学校） 

研修対象者 ア 市町村（学校組合）立小・中・義務教育学校（前・後期課程）の教職員 
イ 高等学校の教員 

研修目的 

内容 

学習指導要領の趣旨の実現を目指し、教育課程の編成及び実施における諸問題や
学習評価等に関する理解を深め、教育課程の適切な実施と学習評価の充実に資す
ることを目的に研修会を実施する。中学校英語部会では、目的・場面・状況を適
切に設定した言語活動の実施や英語を用いて授業を行うこと、CAN-DOリストを活
用した指導と評価の一体化を促す。＊動画配信となる場合もあり 

研修評価 研修参加教員を対象とするアンケート調査 
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〔その他〕 

 ・中学校英語教育研究会との連携 

 ・鳥取県英語教育推進会議で作成した「シャトルチャット」(中学生用の即興的なやり取り素材集)

の活用や「好事例を紹介した動画」の活用 

  

②生徒の英語力向上のための方策 

＜生徒向け＞ 

 ・中学生が県内で外部試験を受験する機会を確保し、生徒自身が客観的に自分自身の英語力を認識す

ることで、英語学習へのさらなる意識づけを図る。 

 ・学校以外でも英語を使用する機会を多様に設定し、英語学習のさらなる意識づけを図る。 

〔実施事業〕 

 ア 

事業名 英語力向上事業（中学校） 

事業対象者 県内中学２年生全員 ５０００名程度 

事業目的 

内容 

中学生が県内で外部試験を受験する機会を確保し、外部試験受験の実施をとおし
て、客観的に自己の英語力を認識することで英語学習のさらなる意識づけを図る
とともに、結果を分析・活用して課題に即応的な学習改善に主体的に取り組ませ
る。教員は、結果等を分析の上、ＰＤＣＡサイクルによる授業改善等に活用する。 

 イ 

事業名 グローバルリーダーズキャンパス 

事業対象者 希望する高校生 ２５名程度  ＊その他オンライン視聴に対応 

事業目的 
内容 

世界トップクラスの大学である米国スタンフォード大学と連携し、インターネッ
トを活用した県内高校生向けのライブ遠隔講座を開設することにより、幅広い国
際感覚を身につけ、実践的な英語力をさらに伸ばすとともに、世界を視野に入れ
て活躍する高い意欲と志を持った人材の育成を図る。 

事業評価 アンケート調査、生徒の変容、スタンフォード大学職員による評価 

 ウ 

事業名 鳥取発！高校生グローバルチャレンジ事業 

事業対象者 希望する高校生 

事業目的 
内容 

国内企業（県内企業を含む）の海外進出や外国人雇用、あるいは英語の社内公用
語化などのグローバル社会の到来を迎え、グローバル化に対応できるよう留学な
どの海外体験を通じて、柔軟な思考力や豊かな表現力を持ち、国際社会で活躍す
る人材を育成する。 
・高校生海外留学・海外体験説明会 ＊オンライン含む 
・高校生海外留学支援事業、高校生海外体験支援事業（短期留学） 
・高等学校等海外派遣支援事業 
・高校生英語弁論大会 
・鳥取県高校生英語弁論大会優秀者派遣事業 
・ニュージーランドクライストチャーチ高校生架け橋プロジェクト 

事業評価 アンケート調査、生徒の感想、審査員の講評等 
 
③ 小・中・高等学校の学びのつながりを重視した英語教育推進のための方策 

〔実施事業〕 

ア  

事業名 鳥取県英語教育推進プロジェクトチーム会議 

事業対象者 大学教授 岐阜大学 巽教授、信州大学 酒井教授 
教育長  市教育長、町教育長 
校長   小学校長、中学校長、高等学校長 
     ＊小・中学校は、任意教育研究団体の外国語教育部部長に依頼 
エキスパート教員 小・中・高等学校の教員 各１名 
＊優れた教育実践を行う教員を鳥取県が「エキスパート教員」に認定 

事業目的 
内容 

・年に２回（６月、１２～１月頃を予定）会議を実施 
・会議では、小・中・高等学校で系統性のある英語教育を実践するための最優先
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施策を検討・策定する 
・本県英語教育の推進に係る施策及び事業等の評価・検証をする 
・「鳥取県が目指す小・中・高等学校で一貫した英語教育の姿」等のより効果的
な周知と実践のための具体的な方策等を検討する 

・任意教育研究団体等での取組につなげていく 

 イ 

事業名 英語教育研修協力校支援事業 

事業対象者 英語教育研修協力校英語科教員及び域内の小・中・高等学校英語教員並びに希望
する市町村（学校組合）教育委員会 ９０名程度 

事業目的 
内容 

県教育委員会が連携する英語教育学を専門とする大学等の教員が、県版英語教育
研修協力校教員の授業改善について指導助言を行ったり、同研修協力校が自校の
課題を解決することを目指して招聘する大学教員等の授業研究会（ワークショッ
プ）を開催したりすることをとおして、小・中・高等学校で系統性ある英語教育
を実践するための具体的な連携の在り方や指導法について研修する。（※同研修
協力校ごとに年度内１回実施）特に、パフォーマンステストのモデルやルーブリ
ックを開発し、その実践における成果と課題を検証し、授業研究会や学校教育支
援サイト等への随時掲載等をとおして、パフォーマンス評価の在り方について全
県に周知する。 

事業評価 事業参加教員を対象とするアンケート調査 

ウ   

事業名 鳥取県英語教育推進フォーラム 

事業対象者 小・中・高等学校英語教員及び希望する市町村（学校組合）教育委員会 
１２０名程度 

事業目的 
内容 

小・中・高等学校英語担当教員が一堂に会するフォーラムを開催し、鳥取県英語
教育推進会議における議論等の成果及び県内小・中・高等学校における指導実践
好事例等を還元するとともに、外部有識者による指導法等に関する講義を受けて、
小・中・高等学校で一貫した英語教育の推進を図る。 

事業評価 事業参加教員を対象とするアンケート調査 

 

＜年間事業計画及び概要＞ 

月 鳥取県の取組 外部専門機関等 

４月 ・県内すべての中学校を対象に授業改善のポイントについて周知  

５月 
・研修協力校連絡協議会① 

・小学校英語専科教員連絡協議会① 

 

 

６月 

・英語教育推進ＰＴ会議① 

・小学校英語専科配置校訪問（すべての学校） 

・研修協力校校内授業研究会（小・中・高等学校） 

岐阜大学・信州大学 

８月 

・生徒の学習意欲を高める指導と評価についての研修 

・研修協力校連絡協議会② 

・中堅教員等資質向上研修＋６年目研修（高等学校） 

・鳥取県教育課程研究集会 

東京外国語大学 

島根大学 

９月 

・研修協力校支援研修公開授業（中・高等学校） 

・小学校英語専科教員指導力向上研修 

・専門研修（高校英語） 

・中堅教員等資質向上研修＋６年目研修（中学校） 

・初任者研修（高等学校） 

※学校の希望に拠る 

※学校の希望に拠る 

関西学院大学 

１０月 ・研修協力校支援研修公開授業（小学校） ※学校の希望に拠る 

１１月 ・英語教育推進フォーラム 岐阜大学・信州大学他 

１２月 ・外国語指導助手の指導力等向上研修  

１月 ・小学校英語専科教員連絡協議会②  
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２月 
・研修協力校連絡協議会③ 

・英語教育推進ＰＴ会議② 

 

岐阜大学・信州大学 

【その他の取組】 

・小学校外国語活動・外国語支援員の配置（通年） 

・県内すべての中・義務教育学校を訪問（通年） 

・外部試験を活用した中学生の英語力向上事業（すべての中学２年生が英検ＩＢＡ受検） 

・「出かける推進室」（希望する中・義務教育学校に訪問 ４月～２月） 

・土曜の英語学び塾（県内指導主事が講師となり、希望する県内教員を対象に年３回開催） 

・各教育局主催の研修 

・グローバルリーダーズキャンパス（スタンフォード大学連携高校生遠隔講座。年間１０回実施） 

・高校生英語弁論大会（９月実施） 

・鳥取県エキスパート教員による授業公開（通年） 

  

 

（３）（２）を実施する体制の概要 

 

 

教育人材開発課 小中学校課 高等学校課 



目標管理書 令和４年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 100 100 100 100 100 100 100
公表（％） 100 100 100 93.8 100 100 100 100
達成状況の把握（％） 50 37.5 50 28.1 55 60 65.5 65

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 55 48.7 55 54.5 57 59 31.6 60

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2 1.1 2 1 2 3 1.1 3
コミュニケーション英語Ⅱ 2 0.5 2 0.6 2 3 1.2 3
コミュニケーション英語Ⅲ 2 0.6 2 0.2 2 3 0.6 3
英語表現Ⅰ 2 0.9 2 0.7 2 3 0.6 3
英語表現Ⅱ 2 0.7 2 0.8 2 3 1.0 3

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 2 1.9 2 0.9 2 3 1.8 3
コミュニケーション英語Ⅱ 2 1 2 1.2 2 3 1.3 3
コミュニケーション英語Ⅲ 2 0.7 2 1.4 2 3 1.3 3
英語表現Ⅰ 2 1.8 2 1.4 2 3 2.0 3
英語表現Ⅱ 3 2.4 3 4.4 5 6 3.5 6

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 65 50.8 65 56.8 65 70 37.9 70
88 97.4 98 92.7 98.5 99 96.0 99

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 45 33.3 45 42.7 50 51 45.8 52

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 96.5 100 100 100 100 96.4 100
公表（％） 50 43.9 70 53.6 70 90 51.8 100
達成状況の把握（％） 50 38.6 50 37.5 40 90 46.4 100

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 75 67.2 75 70.4 80 85 66.0 90
スピーキングテスト（回） 6.5 8.7 9 8.8 11 12 11.6 13
ライティングテスト（回） 5 7.6 8 8.5 9 10 8.5 11

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 65 63.4 70 64 72 74 68.4 76
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 40 35.8 40 35 43 46 33.5 50
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 40 37.1 40 38.8 45 50 40.3 50

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 50 75 65.2 100
公表（％） 25 75 14.9 100
達成状況の把握（％） 50 75 41.3 100

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
小学校 英語の学習が好きと答えた児童の割合 68 84.5 85 83.4 86 79.3 87 83.0 88

英語を使ってできることが増えたと答えた児童の割合 84 85 88.8 90
中学校 英語の学習が好きと答えた生徒の割合 70 69.1 73 66.5 75 67.5 78 67.6 80

英語力が向上したと答えた生徒の割合 85 84.8 87 83.5 90 83.3 91 82.2 92
高等学校 英語の学習が好きと答えた生徒の割合 57 53.5 57 51.4 57 53 58 55.8 60

英語力が向上したと答えた生徒の割合 67 66.6 68 68.3 70 72.2 75 75.0 74

③パフォーマンステストの実施状況 

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）

高
等
学
校

中
学
校

小
学
校

2019 2020 2021 2022

③パフォーマンステストの実施状況　

指標内容

鳥取県教育委員会

2018 2019 2020 20222021

2021 2022

2018 2019 2020 2021

2019 2020

2022

指標内容

指標内容

2018

①学習到達目標の整備状況

現
行
課
程

学習到達目標の整備状況
指標内容

新
課
程

2018

①学習到達目標の整備状況
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